
■新型コロナウイルス（COVID-19）

 
■インフルエンザ

■感染性胃腸炎

 　■手足口病 ■A群溶血性レンサ球菌

【全数報告対象疾患】

※新型コロナウイルス（COVID-19）については、令和5年5月8日より定点把握対象疾患へと移行しています。
■（三類）腸管出血性大腸菌感染症 1件
　・（20代 男性）　血清群はO157、毒素型はVT2、推定感染地は国内、推定感染経路は経口感染　でした。

【定点把握対象疾患】

■新型コロナウイルス（COVID-19）　北区内は147件、東京都全体の発生件数は3407件でした。
■新型コロナウイルス（COVID-19）は都内の定点当たり報告数が8.25と増加しています。
■インフルエンザ　北区内は18件、東京都全体の発生件数は514件でした。
■インフルエンザは都内の定点当たり報告数が1.24と増加しています。
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　　　　　　■ヘルパンギーナ

　　 　　　■咽頭結膜熱

　■急性出血性結膜炎 　　　　　■流行性角結膜炎

　■伝染性紅斑

　■水痘 　　　　　■突発性発しん

　■流行性耳下腺炎 　　　　　■川崎病

  ■ＲＳウイルス感染症
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　■不明発しん症

   東京都北区では、東京都北区感染症発生動向事業実施要綱を定め、感染症法に基づく感染症の情報の収集、整理、分析及び情報の公開等
を行っています。東京都及び厚生労働省による集計分については下記のインターネットのホームページでご覧になれます。
　　○東京都感染症情報センターのホームページアドレス     http://idsc.tokyo-eiken.go.jp/weekly/
　　○厚生労働省／国立感染症研究所感染症疫学センターのホームページアドレス     https://www.niid.go.jp/niid/ja/idwr-dl/2020.html

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発行　北区保健所結核感染症係

　　　東京都

　■性感染症

定点報告感染症のうち、月報告の感染症である性感染症については、該当月の結果は翌月始めに報告
されるため、前月までの結果を掲載しています。
梅毒は、全数報告の感染症のため、本調査の対象になっていません。

■トピックス　    夏に流行　手足口病にご注意を                    
【手足口病とは？】
手足口病は、口の中や、手足などに水疱性の発疹が出る、ウイルスの感染によっておこる感染症です。5歳以下の子どもを
中心に、主に夏に流行し、7月下旬頃に流行のピークを迎えます。

【どのような症状が出ますか？】
感染してから3～5日後に、口の中、手のひら、足底や足背などに2～3mmの水疱性発疹が出ます。口の中に水泡ができて
食事がとりにくくなるため、柔らかく薄味の食事を工夫し、水分補給を心がけることが大切です。発熱は発病者の約3分の1
にみられますが、38℃以下のことがほとんどであり、高熱が続くことは通常はありません。多くは数日で軽快しますが、まれ
に髄膜炎や脳炎などの合併症が生じたり、重症化したりすることがあるため、経過を注意深く観察することが必要です。

【どのようにして感染するのですか？】
感染経路は、飛沫・接触感染です。感染者の咳やくしゃみの飛沫、ウイルスのついたドアノブやおもちゃなどを触った手を介
して感染します。手足口病では、ウイルスが便にも排出されるため、便に排出されたウイルスが手指を介して口や眼から入
ることでも感染します。

【感染予防のためにできること】
接触感染予防には、手洗いをしっかりとすることが有効です。手洗いは流水と石けんで十分に行い、タオルの共用は避けま
しょう。特に、排便後やおむつ交換後は速やかに手洗いを行うことが重要です。手足口病は治った後も一定期間、便の中
にウイルスが排泄されます。感染しても発病しないままウイルスを排泄していることもあるため、日頃から手洗いの習慣を
身につけることが感染対策につながります。また、感染を拡大させないために、気になる症状がある場合は登園を控え、速
やかに医療機関を受診することが大切です。
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